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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
４

10 月 10 日は
『目の愛護デー』

「10　10」を横に倒すと、眉と目の形に見えることから・・・

　
す
る
。

②
目
と
モ
ニ
タ
ー
の
間
を
40
～

　
50
セ
ン
チ
と
る
。

③
椅
子
に
深
く
座
り
、
膝
の
角

　
度
は
90
度
以
上
に
す
る
。

④
パ
ソ
コ
ン
で
一
時
間
の
連
続

　
作
業
を
す
る
場
合
は
、
15
分

　
く
ら
い
の
休
み
を
取
る
。

●
﹁
ド
ラ
イ
ア
イ
﹂
っ
て
ど
ん

　
な
病
気
？

　
日
本
で
は
近
年
、「
ド
ラ
イ

ア
イ
」
に
悩
む
人
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
目
の
疲
れ
に
加
え
て
、

し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
感
、
目
の
乾
き
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
感
、
充
血
、
ま
ば
た

き
が
増
え
る
、
な
ど
の
症
状
で

す
。

　
現
代
の
生
活
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
目
の
疲
れ
を
自
覚

す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
の
情
報
の
約
80

％
は
、
目
か
ら
入
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
生
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
も
、
自
分
の
目
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
会
に
﹃
目
の
健
康
﹄

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●﹁
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
﹂っ
て
何
？

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画

面
の
こ
と
を
Ｖ
Ｄ
Ｔ(V

isual 
D

isplay T
erm

inal)

と
い
い
ま

す
。
Ｖ
Ｄ
Ｔ
を
用
い
た
作
業
を

長
時
間
す
る
こ
と
に
よ
り
、目
・

体
（
首
、
肩
、
腰
、
背
中
、
腕

な
ど
）・
心
（
イ
ラ
イ
ラ
感
、

不
安
感
、
憂
う
つ
感
な
ど
）
に

影
響
の
出
る
病
気
で
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
と
上
手
に
付
き
合

　
う
に
は
？

①
モ
ニ
タ
ー
の
上
端
が
目
よ
り

　
数
セ
ン
チ
高
く
な
る
よ
う
に

●
ド
ラ
イ
ア
イ
へ
の
対
策
は
？

①
作
業
中
は
と
き
ど
き
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ
て
、
意
識
的
に

　
ま
ば
た
き
の
回
数
を
増
や
す
。

②
部
屋
が
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
加
湿
器
を
使
う
。
エ

　
ア
コ
ン
の
風
は
目
を
乾
燥
さ
せ
る
の
で
、
直
接
当
た
ら
な

　
い
よ
う
に
す
る
。

③
目
の
上
に
蒸
し
タ
オ
ル
を
の
せ
て
休
憩
を
す
る
。
温
め
る

　
と
目
の
周
り
の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

④
防
腐
剤
の
入
っ
て
い
な
い
人
工
涙
液
タ
イ
プ
の
目
薬
を
一

　
日
数
回
さ
す
の
も
効
果
的
で
す
。

⑤
目
薬
は
一
、二
滴
さ
せ
ば
充
分
で
す
。
点
眼
後
は
目
を
閉

　
じ
て
、
目
薬
が
目
の
表
面
に
広
が
る
よ
う
に
す
る
。

●
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
合
っ
て
い
ま
す
か
？

　
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
度
が
合
っ
て
い
な
い
と
目

が
疲
れ
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
長
時
間
続
け
る
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン

画
面
か
ら
の
距
離
に
調
節
し
た
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

を
使
用
す
る
と
目
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
目
の
健
康
を
守
る
た
め
に
　

　
　
　
◎
あ
な
た
の
目
の
健
康
を
守
る
た
め
、
年
に
一

　
　
　
　
度
は
眼
科
専
門
医
へ
。

　
　
　
◎
早
期
発
見
・
早
期
予
防
は
、
目
の
病
気
で
も

　
　
　
　
大
切
で
す
。

（
参
考
）
公
益
社
団
法
人
　
日
本
眼
科
医
会

モニターの上端が
目より数センチ
高くなるようにする

椅子に深くすわり、
ひざの角度は
90 度以上
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

ごぼう入り
つけあげ

　
①豆腐は、茹でて水気をしっかり絞ってお
　く。
②すり身をすり鉢ですり、豆腐を加えよく
　すり混ぜる。溶き卵とＡを加え混ぜる。
③ごぼうは、ささがきにして水にさらした
　後、水気をきり、小麦粉少々をふり混ぜる。
④③を②に混ぜ合わせ、小判型にする。
　160℃の油でゆっくり揚げる。

〈作り方〉

｢ 具だくさん、栄養満点」生

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
先
日
、
い
つ
も
通
り
通
勤
し

て
い
る
と
、
旧
市
街
地
に
写
真

の
よ
う
な
看
板
が
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
ま
し
た
。
実
は
「
南
三

陸
福
幸
き
り
こ
祭
」
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
商
店
街
の
方
々
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
き
り
こ
を
海
に

向
け
て
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

「
う
ま
い
蒲
鉾
作
り
つ
づ
け
ま

す
」、「
笑
顔
た
や
さ
ず
海
と
と

も
に
生
き
る
」
等
の
復
興
に
向

け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印

象
的
で
し
た
。

　
９
月
６
日
に
５
か
月
ぶ
り
に

一
時
帰
省
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
て
い
た
伊
佐
市
の
風

景
が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
た
の

と
同
時
に
、
変
わ
り
の
な
い
風

景
に
安
心
し
ま
し
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
を
、
変
化
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
る
南
三
陸
町

か
ら
客
観
的
に
見
る
こ
と
で
、

郷
土
愛
が
強
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
復
興
に
精
一
杯
尽

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
も
想
い

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
「
き
り
こ
」
と
は

　
宮
城
県
塩し
お
が
ま竈
市
か
ら
三
陸
地

方
南
部
に
伝
わ
る
、
半
紙
を
切

り
抜
い
た
正
月
飾
り
の
こ
と
で
、

神
社
な
ど
は
神
棚
飾
り
用
に
縁

起
の
い
い
模
様
で
作
っ
た
「
き

り
こ
」
を
年
末
に
配
布
す
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
が
盛
ん

な
南
三
陸
町
で
は
、
大
漁
や
漁

の
安
全
を
願
っ
て
「
き
り
こ
」

を
神
棚
に
一
年
を
通
し
て
飾
る

家
も
多
い
よ
う
で
す
。

（
上
田
恒
静
）

Vol. ６

〈材　料〉（４人分）
魚のすり身　　300g　　　豆腐　　   300g
卵　　　　　　１個　　　ごぼう　　１本
小麦粉　　　　少々

地酒　　　大さじ２　  黒砂糖　大さじ２
小麦粉　　大さじ１　  味噌　　小さじ２
しょうが汁　小さじ１

つ
け
あ
げ

　

Ａ｛

Vol.24
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
あのころのデパート　長野まゆみ（出版：新潮社）
　デパートの新入社員研修で、まっさきに練習す
るのは何？ゴミ箱に断じて入っていてはいけない
ものは？雨が降った時に店内放送でかかる曲は？
高島屋東京店では小ゾウが飼われていたってホン
ト？お客さまには見えない裏側やオキテなどデパ
ートの秘密満載！　　　（新刊全点案内より引用）

【10 月の休館日】

10 月    １日（月）   ・    ９日（火）
　　 15 日（月）・22 日（月）
　　 29 日（月）

【　児　童　】
ようかいガマとの　ゲッコウの怪談 よしながこうたく
保健室の日曜日 村上しいこ
ルドルフとスノーホワイト 斉藤洋
おかあさんの手 まはら三桃
りんご畑の 12 カ月 中武ひでみつ

【　一　般　】
ソロモンの偽証　第１部事件 宮部みゆき
虚像の道化師 東野圭吾
その暁のぬるさ 鹿島田真希
はかぼんさん さだまさし
解 堂場瞬一

【イベント情報】

秋の図書館まつり
日　時　10 月 27 日（土）10:00 ～
場　所　菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「ミッケ」による劇や大型絵
　　　　本や紙芝居の読み聞かせなど
ふれあいメルヘンひろば
日　時　10 月 27 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

第 66 回読書週間
期間　10 月 27 日（土）～ 11 月９日（金）
標語　「ホントノキズナ」

【図書館へ献本】
滿薗學さん　　（高校西）
永山保雄さん　（尾之上）
今村一雅さん　（小木原下）

☆田中保育所緑陰読書会
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
　
次
の
9
問
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る

　
項
目
に
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
1
】

　
自
分
の
ま
わ
り
に
あ
ま
り
悪

い
人
は
い
な
い
と
思
う

【
問
2
】

　
相
手
に
悪
い
の
で
人
の
話
を

一
生
懸
命
聞
く
ほ
う
だ

【
問
3
】

　
た
ま
た
ま
運
の
悪
い
人
が
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
う
の
だ
と
思
う

【
問
4
】

　
知
人
か
ら
「
効
い
た
」「
良

か
っ
た
」
と
聞
く
と
、
や
っ
て

み
よ
う
と
思
う

【
問
5
】

　
有
名
人
や
肩
書
き
の
あ
る
人

の
言
う
こ
と
は
つ
い
信
用
し
て

し
ま
う

【
問
6
】

　
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
る
と
断

れ
な
い
方
だ

だ
ま
さ
れ
や
す
さ
心
理
チ
ェ
ッ
ク

【
問
7
】

　
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
の
で

家
族
に
も
黙
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る

【
問
8
】

　
実
際
、
身
近
に
相
談
で
き
る

人
が
あ
ま
り
い
な
い

【
問
9
】

　
し
っ
か
り
者
だ
と
思
わ
れ
た

い

　

　
○
印
が
多
い
ほ
ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
う
危
険
度
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
問
1
～
問
3
に
○
印
を
つ
け
た

人
は
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
危
機
意
識
が

う
す
い
傾
向
、
問
4
～
問
6
に
○
印
を

つ
け
た
人
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
に
気

が
つ
か
な
い
傾
向
、
問
7
～
問
9
に
○

印
を
つ
け
た
人
は
だ
ま
さ
れ
た
と
き
一

人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

◎
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
受

　
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
計

個

　
市
内
在
住
の
30
代
女
性
へ
仕
事
と
家

庭
の
両
立
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
産
前
・
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
は

　
　
ど
の
く
ら
い
取
得
さ
れ
ま
し
た

　
　
か
？

Ａ
．
産
前
は
１
～
２
週
間
。
産
後
は
８

　
　
週
間
。
育
児
休
業
は
取
得
せ
ず
。

Ｑ
．
今
の
職
場
で
、
こ
れ
が
あ
っ
て
よ

　
　
か
っ
た
と
い
う
制
度
は
？

Ａ
．
義
務
付
で
は
あ
る
が
、「
育
児
・

　
　
介
護
休
業
法
」

Ｑ
．
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
た
め
に
、

　
　
職
場
へ
求
め
る
こ
と
は
？

Ａ
．
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
た
め

　
　
の
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
及
び
周
囲

　
　
の
理
解
。
就
業
規
則
に
謳
う
だ
け

　
　
で
な
く
、
育
児
・
介
護
休
業
等
取

　
　
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大
事
。

Ｑ
．
仕
事
を
し
な
が
ら
出
産
・
育
児
を

　
　
し
て
い
る
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
す
る
う
え

　
　
で
、
周
囲
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　
　
家
庭
と
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

　
　
の
人
と
も
連
携
で
き
れ
ば
安
心
し

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

　
　
て
子
育
て
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
に
も
か
ね
て
か
ら
自
治

　
　
会
の
行
事
等
積
極
的
に
参
加
し
て

　
　
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
事

　
　
で
も
誰
か
に
相
談
す
る
か
、
市
の

　
　
相
談
機
関
を
利
用
し
、
心
に
余
裕

　
　
を
も
っ
て
子
育
て
で
き
る
と
い
い

　
　
で
す
ね
。

～
ご
家
族
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　
積
極
的
に
子
育
て
・
家
事
に
協
力
し

て
く
れ
て
「
イ
ク
メ
ン
」
の
言
葉
が
よ

く
あ
て
は
ま
る
夫
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昔
の
子
育
て
と
は
違

う
と
両
立
に
理
解
・
協
力
し
て
く
れ
る

両
親
の
お
か
げ
で
心
強
く
い
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

助
け
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
性
サ
ロ
ン
室

開
催
日
　
10
月
３
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

10
月
は
、﹁
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
﹂

さぁ～
やってみよう

大
丈
夫
！

す
ぐ
に
相
談
し
よ
う
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伊
佐
市
民
約
２
９
、０
０
０
人
の
う

ち
年
代
別
で
人
口
が
多
い
の
は
、60
代
・

70
代
・
50
代
で
４
、０
０
０
人
を
超
え

て
お
り
、
次
い
で
３
、０
０
０
人
を
超

え
る
80
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
、
高
齢
化
率
は
35
％
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
校
区
で
実
施
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会

議
の
中
で
も
、
高
齢
者
の
増
加
・
独
居

老
人
・
買
い
物
難
民
・
高
齢
者
の
引
き

こ
も
り
な
ど
、
高
齢
者
に
係
わ
る
課
題

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
校
区
が
現

在
計
画
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内

容
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
人
を
支
え
る
﹁
新
た
な
仕
組
み
﹂

︽
み
ん
な
で
さ
さ
え
愛
隊
︾　

　
足
腰
が
弱
く
自
動
車
の
運
転
が
で
き

な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
ゴ
ミ
出
し
な
ど

日
常
作
業
も
重
労
働
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
頼
め
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。

︽
グ
リ
ー
ン
ビ
ー
バ
ー
隊
︾　

　
自
分
の
庭
で
さ
え
、
草
刈
が
で
き
な

く
な
っ
た
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
代
わ

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

り
に
作
業
を
行
う
。
そ
の
代
わ
り
、
お

茶
や
漬
物
、
昔
話
を
い
た
だ
く
。

︽
買
い
物
ラ
ク
ラ
ク
計
画
︾　

　
高
齢
者
宅
を
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
し
、

日
用
品
の
注
文
を
と
り
、
届
け
る
こ
と

で
、
生
き
が
い
作
り
や
買
い
物
支
援
に

つ
な
げ
た
い
。

☆
地
域
が
望
む
﹁
高
齢
者
の
新
た
な
活

　
動
の
場
﹂

︽
子
ど
も
の
び
の
び
遊
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
︾　

　
外
で
遊
べ
と
言
っ
て
も
遊
び
方
を
知

ら
な
い
子
ど
も
達
。
遊
び
の
達
人
と
し

第
10
回

て
高
齢
者
が
遊
び
を
伝
え
る
場
を
作
り
、

教
え
見
守
る
こ
と
で
、
異
年
齢
の
子
ど

も
達
の
交
流
や
遊
び
を
伝
達
で
き
る
。

︽
幼
老
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︾　
　

　
幼
児
期
の
子
ど
も
を
抱
え
た
子
育
て

世
代
や
そ
の
子
ど
も
達
と
、
人
生
経
験

豊
か
な
高
齢
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

情
報
交
換
や
世
代
を
超
え
た
交
流
が
進

み
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。

☆
地
域
づ
く
り
の
﹁
機
軸
﹂

　
地
域
を
支
え
る
に
は
、
多
く
の
人
の

力
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
働
く
若
い
世

代
だ
け
で
は
な
く
、
経
験
豊
か
な
高
齢

世
代
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
支
え
合
い

は
困
難
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
支
え
て
も
ら
う
」
と
考
え

が
ち
な
高
齢
者
も
、
お
茶
を
出
し
た
り

昔
話
を
し
た
り
、
何
か
し
ら
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
高
齢
者
と
若
者
、
そ
し
て
子
ど
も
達

を
巻
き
込
み
、
交
流
や
遊
び
を
通
し
て

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
。
校
区
振
興

計
画
に
お
け
る
高
齢
者
と
は
、
ま
さ
に

地
域
づ
く
り
の「
機
軸
」だ
と
思
い
ま
す
。

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ協
　議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日締
　切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合
　もあります。

コミュニティ通信

共生協働推進係からお知らせ

高齢者とのふれあい活動の様子（田中校区）

　今回、記事の中でご紹介したのは、15 の
校区コミュニティ協議会が計画している
100 を超えるプロジェクトの中から「高齢
者」をキーワードに選んだものです。
　どれも現実的で有効なプロジェクトだと
思いますが、まだまだその他にも、ユニー
クで画期的なプロジェクトがたくさん計画
されていますので、ぜひ住んでいる校区の
計画も見てみましょう。各校区コミュニテ
ィ協議会でご覧いただけます。

遊遊




